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令和６年度「シン・ケアラボ＠きたかみ」開催要項  

 

１  目的  

  平成 29年度にスタートした「ケアラボ＠きたかみ（多職種連携事例検討会）」

は、医療・介護・福祉・行政各分野の専門職等が様々な課題を共有しながら、

顔の見える関係づくりを進めてきた。  

その活動成果を土台として、令和４年度から“北上市在宅医療介護連携支援

センター”を主催とする「シン・ケアラボ＠きたかみ」として新たにスタート

し、高齢者のみならず、障がい者、子ども・子育て、生活困窮など福祉４分野

の視点も取り入れながら、多職種連携による重層的支援体制のあり方を中心に

グループトークを続けてきた。  

令和６年度においては、引き続き多職種の顔の見える関係づくりを進める一

方、“健康”というキーワードに着目し、“ポスト 2025年”に向けた医療・介護・

福祉・行政の多職種専門職が思い描く“健康”について、セルフケアにつなが

る支援の観点から、自由に話し合える居場所を目指すこととする。  

２  目指す３つの場  

(1) 人材のネットワークと仕事の幅を広げる場  

(2) 多職種が他職種と相互に補完し合い、日常的に対話ができる場  

(3) 参加する多職種がオーナーシップ（「私たちの居場所」という気持ち）を持  

てる場  

３  令和６年度の共通テーマ  

「ポスト 2025年の姿を、“健康”から考えてみよう！」  

４  主催・共催・運営主体  

(1) 主催：北上市在宅医療介護連携支援センター「在宅きたかみ」  

(2) 共催：北上市  

(3) 運営主体：シン・ケアラボ＠きたかみ運営委員会（多職種の合議体）  

５  開催期日  

  第１回（通算 28回）：令和６年８月 27日（火） 18:30～ 20:30（さくらホール）  

  第２回（  〃  29回）：令和６年 12月  日（  ）  : ～  : （      ）  

  第３回（  〃  30回）：令和７年２月  日（  ）  : ～  : （      ）  

６  会場  

  次の会場のどちらかを主会場として開催する。  

(1) 北上市保健・子育て支援複合施設‘ｈｏＫｋｏ’ふれあいホール  

(2) 北上市文化交流センターさくらホール  小ホール  

７  参加対象者  

  医療・介護・福祉・保健に携わる専門職、ＮＰＯ法人、民間企業、行政職等  

８  定員  

  50名程度を目途として募集する。  
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９  実施方法等  

 (1) 令和６年度運営委員を公募する。定員数は特に定めない。  

 (2) 対話型のグループワークを基本として、運営委員及び事務局メンバーがフ

ァシリテーターやコメンテーターとして参画する。  

(3) 福祉４分野（高齢者、障がい者、生活困窮者、子ども・子育て）のほか、

テーマに応じた分野の話題提供者を招へいし、参加者のスキルアップとネッ

トワークの拡大を図る。  

(4) 年３回のグループワークの流れを関連づけし、連続して参加したくなるよ

うなテーマを設定する。  

 

  令和６年８月７日決裁  


